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こ の 要 覧 は 、 環 境 に 配 慮 し た

森 林 認 証 紙 を 使 用 し て い ま す 。

紙 飛 行 機 に の せ て 、 大 東 市 （ D AI T O ） の 想 い が

あ な た （ y o u ） に 届 き ま す よ う に

紙 飛 行 機 に の せ て 、

大 東 市 （ D AI T O ） の 想 い が

あ な た （ y o u ） に  届  き ま す  よ う に
大 東 を あ な た へ



　 永 禄 ３  （

1 5 6 0

）  年 、  戦 国

武 将 ・ 三 好 長 慶 は 芥 川 山 城（ 高 槻 市 ）  か ら 飯 盛 城 に 居 城 を移 し ま す 。  長 慶 は 天

文

2 2（
1 5

5 3

）
年
に 足 利 将 軍 を 追 放 し 、

戦 国 時 代 で 初 め て 当 時 の  「 天 下 」で あ る 京 都 を 支 配 し 、  名 実 と もに 天 下 人 と な り ま し た 。  長 慶 の権 力 は 最 盛 期 に は 四 国 、  瀬 戸 内海 、  日 本 海 に ま で 及 び ま し た 。ま た 、  強 力 な リ ー ダ ー シ ッ プ のも と 、  先 進 的 な 施 策 を 打 ち 出し 、  飯 盛 城 は 政 治  ・  文 化 の 中 心地 に な り ま し た 。

1 5 2 2- 1 5 6 4

飯 盛 城 跡
History To you 歴 史 を あ な た へ

　 飯 盛 城 の 往 時 の 姿 は 山 頂 に 残さ れ た 城 郭 遺 構 か ら う か が う こと が で き ま す 。  東 西 約

4 0 0

ｍ 、

南 北 約

7 0 0

ｍ に わ た る 城 域 に

は 石 垣 や 曲 輪 な ど の 城 郭 遺 構 が良 好 な 状 態 で 残 さ れ て  い ま す 。　 国 史 跡 指 定 を め ざ し て 実 施 した 総 合 調 査 で は 、  城 域 全 体 に 石垣 が 取 り 入 れ ら れ て い た こ と が明 ら か に な り 、  発 掘 調 査 に よ って 建 物 の 柱 を 支 え る 礎 石 が 発 見

さ れ 瓦 が 出 土 し ま し た 。  こ の 調査 成 果 か ら 、  織 田 信 長 に よ っ て完 成 さ れ る 高 石 垣 や 天 守 を 備 えた  「 織 豊 系 城 郭 」  に 先 行 し て 、  石垣  ・  礎 石 建 物  ・  瓦 の ３ つ の 要 素を 取 り 入 れ た 城 郭 で あ る こ と が明 ら か に な り ま し た 。
戦 国 時 代 の 築 城 技 術 を 伝

え る 貴 重 な 遺 跡 と し て の 歴史 的 価 値 が 認 め ら れ 、  令 和 ３（
2 0 2 1

）
年
に 国 史 跡 に 指 定

さ れ ま し た 。

　 飯 盛 城 は 、  大 東 市 と 四 條 畷市 に ま た が る 標 高 約

3 1 4

ｍ

の 飯 盛 山 の 山 頂 に 築 か れ た 、西 日 本 で も 有 数 の 規 模 を 誇 る戦 国 時 代 末 期 の 山 城 で す 。  享

禄 ３

（
1 5 3 0

）  年 に 木 沢 長 政

の 居 城 と し て 文 献 上 初 め て 登場 し ま す 。  京 都  ・  奈 良 と 当 時 の大 都 市 堺 を 結 ぶ 交 通 の 要 衝 に立 地 す る こ と か ら 、  畿 内 支 配 の拠 点 と し て 重 要 視 さ れ ま し た 。

歴 史 が 満 ち る

戦 国 の 飯 盛 城

三 好 長 慶 と 飯 盛 城

現 代 に 残 る 飯 盛 城

Ii m ori C astl e is o n e of t h e l ar g est m o u nt ai n c astl es i n w est er n J a p a n si n c e t h e e n d of t h e S e n g o k u 

p eri o d. It is b uilt o n t h e s u m mit of Mt, w hi c h str et c h es o v er D ait o Cit y a n d S hij o n a w at e Cit y at t h e 

n ort h er n e n d of t h e I k o m a M o u nt ai ns. I n t h e S e n g o k u p eri o d, a s a m ur ai w arri or, Mi y os hi N a g a y os hi, 

f or t h e first ti m e t o o k o v er t h e l e v ers of p o w er ar o u n d t h e K y ot o ar e a, w hi c h w as t h e r uli n g c a pit al at 

t h at ti m e. Si n c e h e us e d Ii m ori C astl e as his r esi d e n c e, it b e c a m e a p oliti c al a n d c ult ur al c e nt er.

Fill e d wit h hist o r y
Ii m o ri C astl e R ui ns

T h e r e m ai ns of Ii m ori C astl e ar e w ell pr es er v e d, s u c h as t h e st o n e w alls a n d e n cl os e d c o m p o u n ds. B y 

t h e c o m pr e h e nsi v e r es e ar c h c o n d u ct e d wit h t h e ai m of d esi g n ati o n as a N ati o n al Hist ori c al sit e, it w as 

r e v e al e d t h at t his w as a w h ol e cit a d el t h at i n c or p or at e d t hr e e el e m e nts t h at i n cl u d e d t h e st o n e w alls, 

f o u n d ati o n st o n es, a n d r o ofi n g til es. R e c o g ni z e d as a v al u a bl e ar c h a e ol o gi c al sit e t h at e x e m plifi es t h e 

c astl e c o nstr u cti o n s kills of t h e S e n g o k u p eri o d, it w as d esi g n at e d as a N ati o n al Hist ori c al sit e i n 2 0 2 1.

曲 輪 を 取 り 巻 く 石  垣

２ ０ １ ７ 年 　  「 続 日 本 １ ０ ０ 名 城 」  に 選 定

尾 根 筋 を 断 ち 切 っ て 敵 を 遮 断 し た 堀 切 ・ 土 橋城 郭 の 主 要 出 入 口 だ っ た 虎 口

三 好 長 慶 の 歴 史 小 話

阿 波 国 （ 現 在 の 徳 島 県 ） に 生 ま れ 、 戦 国

時 代 に 初 め て 単 独 で 首 都 京 都 を 支 配 し

た こ と か ら 、 最 初 の 天 下 人 と し て 評 価 さ

れ て い ま す 。 海  外  交 易 や キ リ シ タ ン の  保

護 を 行 う な ど 、 先 進 的 な 政 策 を 打 ち 出 し

ま し た 。

三 好 長 慶 像 （ 大 徳 寺 ・ 聚 光 院 蔵 ）

飯 盛 城 想 像 鳥 瞰 図
（ 作 画 ： 山 本 ゾ ン ビ ／ 大 東 市 、 四 條 畷 市 、 摂 河 泉 地 域 文 化 研 究 所 ）

２ ０ ２ １ 年 秋 　  「 国 史 跡 」  に 指 定

連 歌 の 会

織 田 信 長 に
影 響 を 与 え た 武 将

　 長 慶 は 茶 の 湯 に も 造 詣 が 深 く 、  茶人 と し て も  一  流 で し た 。  飯 盛 城 跡 の発 掘 調 査 で は 、  茶 の 湯 の 道 具 も 出 土し て い て 城 内 で 茶 会 が 催 さ れ て い たこ と が う か が え ま す 。茶 の 湯 　 天 下 人 と な っ た 三 好 長 慶 の 居 城  ・飯 盛 城 は 三 好 政 権 の 中 枢 と し て だけ で な く 多 彩 な 文 化 人 が 集 う 文 化交 流 の 場 に も な り ま し た 。  文 化 人と し て も  一  流 だ っ た 長 慶 が 特 に 好 んだ の は 連 歌 で し た 。  連 歌 は 複 数 人で 和 歌 の 上 の 句 と 下 の 句 を 交 互 に詠 み 連 ね る 詩 歌 の  一  種 で 、  室 町 時 代か ら 戦 国 時 代 に か け て 流 行 し 、  特に 戦 国 武 将 た ち に 好 ま れ ま し た 。そ の 代 表 人 物 が 長 慶 で 、  永 禄 ４  （ １５ ６ １ ）  年 に は 当 代  一  の 連 歌 師 紹 巴を は じ め  一  流 の 連 歌 師 を 城 内 に 招 いて 連 歌 会  「 飯 盛 千 句 」  を 主 催 し 、  その 翌 年 に も  「 道 明 寺 法 楽 百 韻 」  を 催し ま し た 。　 天 下 人  ・  長 慶 の も と に は キ リ スト 教 の 宣 教 師 も 政 治 的 な 庇 護 を 求め て 頻 繁 に 足 を 運 び ま し た 。  長 慶は 領 内 で の キ リ ス ト 教 布 教 を 許 した た め 、  当 時 、  ヨ ー ロ ッ パ で 制 作 され た 東 ア ジ ア の 地 図 に は 飯 盛 の 地名 が 記 さ れ ま し た 。  家 臣 の 中 か

ら

7 3名 が キ リ ス ト 教
の 洗 礼 を 受 け 、  領民 の 多 く も キ リ スト 教 に 改 宗 し 、  「 河内 キ リ シ タ ン 」  と呼 ば れ る ま で に なり ま し た 。 キ リ シ タ ン

三 好 長 慶
み よ し な が よ し

0 3 0 2



キ ャ ン ピ ィ
だ  い  と う で

御 城 印 G E T!

N o z a ki M airi is a f esti v al t o visit t h e el e v e n-f a c e d K a n z e o n B os ats u, 

t h e pri n ci p al i m a g e at Ji g e n-ji, w hi c h is a t e m pl e w ors hi p p e d b y 

t h e or di n ar y p e o pl e of Os a k a. It is h el d fr o m t h e 1st t o t h e 8t h of 

M a y. T h e f esti v al st art e d i n t h e G e nr o k u er a a n d b e c a m e a 

st a g e f or t h e cl assi c al p erf or mi n g arts b e c a us e of its hi g h p o p u -

l arit y. T h e tr a diti o n c o nti n u e s t o d a y, a n d h u n dr e d s of 

t h o us a n ds of p e o pl e c o m e t o visit e v er y y e ar.

N o z a ki M ai ri

History To you 歴 史 を あ な た へ

ハ  イ キ  ン グコ  ー ス

G O AL S

野 崎 ま い り 公 園1

辻 の 新 池4

桜 池5

眺 望 2 7 0 ° ス ポ ッ ト
（ 展 望 台 ）

展 望 台7

国 史 跡 の 飯 盛 城 跡 に行 っ て み よ う ！

ht t p s: / / w w w. ci t y. d ai t o.l g.j p /
si t e / mi r y o k u / 2 0 4 4. h t ml

そ の  他  の コ ー ス は こ ち ら

飯 盛 山わ く
わ く

　 の ざ き ま い り は 、  「 の ざ き の
観 音 さ ん 」  と し て 古 く か ら 親 しま れ る 慈 眼 寺 の 本 尊 、  十  一  面 観世 音 菩 薩 に お 参 り す る 行 事 で

、

5月

1日 か

ら

８ 日 に か け て 、  生

き と し 生 け る も の 全 て に 感 謝を 捧 げ る 無 縁 経 法 要 に 合 わ せて 開 催 さ れ ま す 。
　 の ざ き ま い り の 歴 史 は 、  江 戸

時 代 前 期 の 元 禄 時 代 に ま で さか の ぼ り ま す 。  慈眼 寺 の 五 代 目 住職 、  大 真 慈 門和 尚 が 秘 仏だ っ た 本 尊 の

特 別 開 帳 を 行 っ た の が 始 ま りで 、  大 阪 の 庶 民 、  と り わ け 商 人か ら の 崇 敬 が 厚 か っ た こ と で 人気 を 博 し ま し た 。  当 時 の に ぎ わい ぶ り か ら 浄 瑠 璃 や 歌 舞 伎 、  上方 落 語 に も 取 り 上 げ ら れ 、  『 野崎 小 唄 』  で 全 国 に も 知 ら れ る よう に な り ま し た 。  現 在 も 、  期 間中 に は 数 十 万 人 の 参 詣 者 が 訪れ ま す 。

の ざ き ま い り

３ ０ ０ 年 以 上 前 か ら 続 く皐 月 の 風 物 詩

御 領 水 路
御 領 地 区 は か つ て 水 路 が 縦 横 に 走 り 、 交 通 に

田 舟 が 使 用 さ れ て い ま し た 。 現 在 は 水 路 の 一

部 が 保 存 さ れ 、 古 い 街 並 み と 合 わ せ て 水 郷 の

景  観 を 楽 し む こ と が で き ま す 。 ４ 月 か ら ９ 月 に

か け て は 、 田 舟 体 験 が で き ま す 。

マ ン ホ ー ル 蓋 に は 、 昔 の 「 の ざ き ま い り 」

の 情 景 が デ ザ イ ン さ れ て い ま す 。

野 崎 観 音 （ 慈 眼 寺 ）
約 1 3 0 0 年 前 、 行 基 に よ っ て 開 山 さ れ 、

後 に 曹 洞 宗 の 禅 寺 に な り ま し た 。 市 内

屈 指 の 桜 の 名 所 と し て も 知 ら れ 、 春 に は

多 く の 参 詣 者 が 訪 れ ま す 。

野 崎 ま い り 公 園

展 望 台7

つ り 橋2

清 流 の
せ  せ ら ぎ

3

石 垣6 石 垣6

表 紙 は
コ コ ！

キ ャ ン ピ ィ だ い と う

四 条 畷 駅

野 崎 駅

Ｊ Ｒ 学 研 都 市 線

展 望 台

飯 盛 城 跡
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Future To you 未 来 を あ な た へ

第 ５ 次 総 合 計 画第 ２ 期 ま

ち  ・  ひ と  ・

し ご と 創 生 総 合 戦 略

出 産 や 子 育 て の
安 心 と 魅 力 の 創 出

　  「

子 育 て す る な ら 、  大 都 市 よ

り も 大 東 市 。  」  を ブ ラ ン ド メ ッセ ー ジ と し て 掲 げ 、  安 心 し て 子育 て が で き る 環 境 を 整 え て い ます 。  全 国 で も 先 進 的 な 取 り 組 みで あ る 、  子 育 て 総 合 窓 口  「 ネ ウボ ラ ン ド だ い と う 」  で は 、  妊 娠期 か ら 子 ど も

が

1 8歳 に な る ま

で ス ム ー ズ で 切 れ 目 の な い 相 談支 援 を 行 っ て い ま す 。
ま た 、  「 三 世 代 家 族 推 進 事 業 」

で は 、  市 内 で 住 宅 を 取 得 し て 転入 し た 子 育 て 中 の 子 ど も 世 帯に 補 助 金 を 交 付 す る な ど 、  三 世代 同 居 を 支 援 し て い ま す 。 子 育 て す る な ら 、大 都 市 よ り も 大 東 市 。

●

産 前 教 室  「 だ い と う マ マ パ パ 学 級 」

●
オ ン ラ イ ン  ・  訪 問 に よ る 子 育 て 相 談

●

発 達 に 不 安 の あ る 子 ど も の 相 談  ・支 援
●

保 育 所 等 と 小 学 校 と の 連 携 に よる 、  就 学 前 後 の 子 ど も の ケ ア
切 れ 目 の な い子 育 て 環 境 を 構 築 し ま す

確 か な 学 力 の 向 上 と
教 育 環 境 の 充 実

　 安 心 し て 学 べ る 学 習 環 境 づく り を 進 め て い ま す 。  市 内 に は図 書 館 が ３ 館 あ り 、  自 動 車 図書 館 が 市

内

7カ 所 を 巡 回 し て

い ま す 。  イ ン タ ー ネ ッ ト で 電 子書 籍 を 利 用 で き る  「 だ い と う 電子 図 書 館 」  は 、  ス マ ー ト フ ォ ンな ど を 通 し て 、  い つ で も ど こ でも 電 子 図 書 館 を 利 用 す る こ とが で き る サ ー ビ ス で す 。 学 習 環 境  ・図 書 館 の 充 実

　 国 が 掲 げ る

G
I
G
A
ス ク ー

ル 構 想 の 実 現 に 向 け て 、  児 童  ・生
徒

1人
に

1台 、  タ ブ レ ッ ト 型

パ ソ コ ン を 配 備 し 、

I C T

を 効

果 的 に 取 り 入 れ た  「 主 体 的  ・  対話 的 で 深 い 学 び 」  を 推 進 し て いま す 。  不 定 期 で プ ロ グ ラ ミ ン グ教 室 を 開 催 す る な ど 、  一  人 ひ とり の 個 性 に 合 わ せ な が ら 、  子 ども た ち 同 士 が 学 び 合 う 環 境 づく り を め ざ し て い ま す 。 Ｉ Ｃ Ｔ 教 育 の 強 化

食 育 の 推 進

小 中 学 校 は 完 全 給 食 を 実 施 し 、 給

食 を 柱 と す る 食 育 を 進 め て い ま す 。

小 中 学 校 は 完 全 給 食 を 実 施 し 、 給

食 を 柱 と す る 食 育 を 進 め て い ま す 。

家 庭 教 育 支 援 事 業
（  い く カ フ ェ ）

保 護 者 が 気 軽 に 集 ま り 、 専 門 家 か

ら 子 育 て に つ い て 学 ん だ り 、 悩 み を

相 談 し た り す る 場 を 設 け て い ま す 。

市 内 に は 病 児 ・ 病 後 児 保 育 施 設

が ２ ヵ 所 あ り 、 仕 事 と 子 育 て の

両 立 を サ ポ ー ト し て い ま す 。

あ ふ れ る 笑 顔幸  せ  の ま ち 大 東 づ く り

出 産 前 後 の 女 性 が 心 身 と も に 健

や か に 過 ご せ る よ う に 、 オ ン ラ イ

ン 相 談 や 訪 問 相 談 、 育 児 リ フ レ ッ

シ ュ 企 画 を 充 実 さ せ て い ま す 。

産 婦 の
健 康 ケ ア の 充 実

病 児 保 育 の 強 化

子 育 て 情 報 を ア プ リ 「 W e b ラ ン ド

ダ  イ  ト  ウ  」 で  配  信  し  て  い  ま  す  。

子 育 て 情 報 の
発 信 強 化 

朝 は 駅 前 か ら 各 保 育 施 設 へ 送

迎 し 、 夕 方 は お 迎 え ま で 送 迎 ス

テ ー シ ョ ン で 一 時 預 か り が 利 用

で き ま す 。 保 護 者 の 負 担 軽 減 を

め ざ し ま す 。

駅 前 に 送 迎 保 育
ス テ ー シ ョ ン を 設  置

教 育 動 画

公 募 制 で 生 徒 か ら 募 集 し た

ス ペ シ ャ ル 献 立 （ 中 学 校 ）

ネ ウ ボ ラ ン ド だ い と う

図 書 館

0 7 0 6



消

防
団

F ut ure To you 未 来 を あ な た へ第  5  次 総 合 計 画 　 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 総 合 戦 略

あ ふ れ る 笑 顔 幸 せ の ま ち 大 東 づ く り

チ ャ レ ン ジ す る 人 と
産 業 の 後 押 し 

青 色 防 犯 パ ト ロ ー ル避 難 所

エ リ ア の 価 値 を高 め る都 市 整 備 と都 市 空 間 の 創 出

健 康 寿 命 の 延 伸

　 大 東 ビ ジ ネ ス 創 造 セ ン タ

ー

D ー
B
i
z
（ デ ィ ー ビ ズ ）  は 、  中

小 企 業 や 起 業 を め ざ す 人 に 寄り 添 い 、  課 題 の 解 決 や 売 り 上 げ向 上 を 無 料 で サ ポ ー ト す る 経営 相 談 所 で す 。  セ ミ ナ ー や 、S N S

な ど で ビ ジ ネ ス に 関 す る

情 報 発 信 も 行 っ て  い ま す 。危 機 管 理 の 徹 底
　 災 害 発 生 時 に 備 え 、  広 域 避 難

場 所 や  一  時 避 難 所 の 確 保 な ど 安全 な 避 難 環 境 を 整 備 し て い ます 。  地 域 防 災 計 画 に 基 づ い て 有事 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 徹 底 する と と も に 、 I C T な ど デ ジ タル 技 術 を 導 入 し た 情 報 収 集 体 制を 構 築 す る な ど 危 機 管 理 力 の 向上 を 図 っ て い ま す 。  防 犯 対 策 とし て 、  青 色 防 犯 パ ト ロ ー ル を はじ め 市 民 が 活 動 の 中 心 と な る 活動 を 積 極 的 に 支 援 し て  い ま す 。

　 大 東 な ら で は の 魅 力 に あ ふ れ
た 都 市 空 間 の 創 出 に 取 り 組 んで い ま す 。  駅 周 辺 の 整 備 や コ ンパ ク ト シ テ ィ の 形 成 を 進 め 、  公共 空 間 を 有 効 活 用 す る こ と で 、利 便 性 が 高 く 、  楽 し く て 居 心 地の よ い 空 間 が 広 が る ま ち を めざ し ま す

。  2 0 2 1

年 に は  「 住

み た い 自 治 体 ラ ン キ ン グ 」  で ラン ク イ ン を 果 た す な ど 取 り 組 みの 成 果 は 着 実 に 表 れ て い ま す 。

　 高 齢 者 に 、  い つ ま で も 元 気 で
住 み た い 地 域 に 暮 ら し 続 け て もら え る よ う に 介 護 予 防 に 力 を入 れ て い ま す 。  そ の 代 表 的 な 取り 組 み が 、  市 が 考 案 し た シ ニ ア向 け 健 康 体 操  「 大 東 元 気 で ま っせ 体 操 」  と 、  講 義 や 実 習 を 通 じて 仲 間 と と も に 健 康 づ く り 活動 を す る  「 大 東 シ ニ ア 総 合 大学 」  で す 。  こ れ ら の 取 り 組 み によ り 、  高 齢 者 の い き い き と し た暮 ら し を 実 現 し て い ま す 。

売 り 上 げ ア ッ プ や起 業 を 無 料 で 応 援

　 製 造 業 が 集 積 す る 地 域 の 特
性 を 生 か し 、  も の づ く り 産 業 の活 性 化 に 取 り 組 ん で い ま す 。  市内 の 小 学 生 が 製 造 の 現 場 へ 見学 に 行 き 体 験 す る  「 市 内 企 業 探検 ツ ア ー 」  や 、  市 内 の 中 学 生 が工 業 高 校 で 体 験 す る  「 も の づ くり 体 験 講 座 」  を 実 施 し 、  次 代 のも の づ く り を 担 う 人 材 を 育 成し て い ま す 。 も の づ く り の ま ち で技 術 を 学 ぶ

　 市 内 企 業 の 新 入 社 員 な ど が 会
社 の 垣 根 を 超 え て 交 流 し 、  と もに 学 ぶ 場 と し て  「 D AI T O

　

D O U KI

　 C A M P U S 」  プ

ロ ジ ェ ク ト を 展 開 し 、  合 同 入 社式 や 新 入 社 員 研 修 を 実 施 し て  いま す 。  若 者 の 職 場 定 着 と 、  企 業の 連 携 に よ る 市 内 産 業 の 活 性 化を め ざ し ま す 。 企 業 の 枠 を 超 え た同 期 づ く り を 支 援

大
東

ビ
ジ

ネ
ス 創 造 セ ン タ ー D -B iz

D
A

I T
O

D

O
U K I C A M P U S

大 東 元 気 で ま っ せ 体 操

N P O や 市 民 団 体 な ど か ら 事 業 を

募 集 し 、 専 門 性 や 柔 軟 性 の あ る 市

民 サ ー ビ ス を め ざ し て 、 市 と 協 働

し て い ま す 。

提 案 公 募 型
委 託 事 業

地 域 住 民 と 地 区 担 当 職 員 が 地 域

の 課 題 を 話 し 合 い 、 解 決 に 向 け た

取 り 組 み を 行 っ て い ま す 。

全 世 代
地 域 市 民 会 議

駅 前 広 場 が 整 理 さ れ る 四 条 畷 駅 / 完 成 イ メ ー ジ 図

橋 上 化 し た 野 崎 駅

0 9 0 8



数 字 で 見 る 大 東 市
I N F O R M A TI ON

市 の 花
菊

市 の 木
さ ん ご じ ゅ

大 東 市 誕 生 （ 住 道 町 ・ 四 条 町 ・ 南

郷 村 合 併 ） 、 人 口 ３ 万 ６ ２ ０ 人 、

面 積 1 8. 0 6 平 方 キ ロ メ ー ト ル

堂 山 古 墳 群 発 掘

市 民 憲 章 の 制 定 、 市 の 木 （ さ ん ご

じ ゅ ） 、 市 の 花 （ 菊 ） 決 ま る

台 風 2 0 号 災 害

台 風 ６ 号 災 害

飯 盛 山 ハ イ キ ン グ 道 完 成

北 新 町 遺 跡 発 掘

北 条 遺 跡 発 掘

「 大 東 八 景 」 決 ま る

「 大 阪 緑 の 百 選 」 に 「 野 崎 観 音

の 緑 」 と 「 飯 盛 山 と 四 條 畷 神 社 」

が 選 ば れ る

第 7 3 回 全 国 高 校 野 球 選 手 権 大

会 で 大 阪 桐 蔭 高 校 初 優 勝

第 5 2 回 国 民 体 育 大 会 （ バ ド ミ

ン ト ン 競 技 ・ ラ イ フ ル 射 撃 （ Ｃ

Ｐ ） 競 技 ） 開 催

「 大 東 市 民 の う た 」 決 ま る

「 美 し い 日 本 の 歴 史 的 風 土 準

１ ０ ０ 選 」 に 「 慈 眼 寺 （ 野 崎 観

音 ） 及 び 堂 山 古 墳 群 」 が 選 ば

れ る

プ ロ 野 球 選 手 中 村 剛 也 氏 が 市

民 栄 誉 賞 第 １ 号 受 賞

市  の  マ ス コ ッ ト キ ャ ラ ク タ  ー

「 ダ イ ト ン 」 決 ま る

辻 本 家 住 宅 、 国 登 録 有 形 文 化

財 （ 建 造 物 ） に 登 録

飯 盛 城 が 「 続 日 本 1 0 0 名 城 」 に

選 ば れ る

T K O 木 本 武 宏 さ ん が 市 長 補 佐

官 に 就 任

子 育 て 総 合 窓 口 「 ネ ウ ボ ラ ン ド

だ い と う 」 オ ー プ ン

飯 盛 城 最 大 の 石 垣 を 発 見

パ ー ト ナ ー シ ッ プ 宣 誓 制 度 開 始

J R 野 崎 駅 舎 橋 上 化

「 m ori n e ki 」 が ま ち び ら き

飯 盛 城 跡 国 史 跡 指 定

1 9 5 6 年

1 9 6 9 年

1 9 7 1 年

1 9 7 2 年

1 9 7 5 年

1 9 7 8 年

1 9 8 5 年

1 9 8 6 年

1 9 8 9 年

1 9 9 1 年

1 9 9 7 年

2 0 0 1 年

2 0 0 7 年

2 0 0 9 年

2 0 1 1 年

2 0 1 5 年

2 0 1 7 年

2 0 1 8 年

2 0 1 9 年

2 0 2 1 年

4 月

1 月

1 0 月

9 月

7 月

6 月

1 2 月

9 月

1 0 月

4 月

8 月

1 0 月

1 1 月

1 月

1 月

1 1 月

8 月

4 月

1 2 月

8 月

1 1 月

1 2 月

2 月

3 月

1 0 月

人 口

世 帯

世 帯

住  み  や  す  さ  は  数  字  に  あ  ら  わ  れ  る ！

人
大 東 市

居 住 者 の 好 意 度

健 康
寿 命

小 学 校 中 学 校

館

図 書 館 蔵 書 数

自 転 車 等 収 容 台 数

保 育 所

園

認 定
こ ど も 園

小 規 模
保 育 施 設

90.7

82.7

10
園4園17

校12 校8

3 位府 内 1

152

国 勢 調 査 2 0 2 0 （ 速 報 値 ）

日 常 動 作 が 自 立 し て い る 期 間 の 平 均 、 府 調 べ （ 2 0 1 8 年 ）

第 ６ 回 大 東 市 の イ メ ー ジ に 関 す る 調 査 （ 2 0 2 1 年 ）

市 管 理 1 5 1 ヵ 所 、 府 管 理 1 ヵ 所

人 口 当 た り の 、 市 町 村 等 に よ る

第 ６ 回 大 東 市 の イ メ ー ジ に 関 す る 調 査 （ 2 0 2 1 年 ）

119,18 4

52,411
… 男 性

… 女 性

歳女 性

男 性 78.7 歳

％

521,286冊

公 園 数

居 住 者 ・ 利 用 者 と も に 、 大 東 市 に 対 し て 高

水 準 で 好 意 を 抱 い て い ま す 。 他 に も 市 の

イ メ ー ジ と し て 、 都 心 へ の ア ク セ ス の 良 さ

だ け で な く 、 子 育 て し や す い 環 境 や 治 安 が

良 い な ど の 回 答 を 得 ら れ ま し た 。

待 機 児 童 ０ を 誇

り  、 安  心  し  て  子

育 て で き る ま ち

で す 。

住  道 ・ 野  崎 ・ 四  条

畷 の ３ 駅 周 辺 に 、

1 0 ヵ 所 の 利 用 し

や す い 駐 輪 場 を

設 け 、 違 法 駐 輪 の

な い ま ち を め ざ し

て い ま す 。

東  部 ・ 中  央 ・

西 部 の 3 館 や

電 子 図 書 館

の サ ー ビ ス な

ど 読 書 環 境

が 充 実 し て い

ま す 。

憩 い の 場 と な

る 公 園 が 多

数  あ  り  、 イ  ベ

ン ト が  行  わ  れ

る な ど 市 民 に

親 し ま れ て い

ま す 。

図 書 館 数

　 大 東 市 は 飯 盛 、  生 駒 を 東 に の ぞ む 美 し い 風 土
と 人 情 の も と に 、  魅 力 あ る 近 代 都 市 へ と 発 展 する ま ち で す 。

　 わ た く し た ち は 、  こ の ま ち に 住 む 市 民 で あ る
こ と を 誇 り と し 、  わ た く し た ち の 手 で 、  ほ ん と うに 住 み よ い ま ち 大 東 市 を 建 設 す る た め に 、  こ の憲 章 を 定 め ま す 。わ た く し た ち 大 東 市 民 は一  、

自 然 を 愛 し 、  環 境 を と と の え心 を あ わ せ て 美 し い ま ち を つ く り ま し ょ う

一  、

た が い に 尊 敬 し 、  は げ ま し あ い心 を あ わ せ て 明 る い ま ち を つ く り ま し ょ う

一  、

こ と ば を た だ し 、  礼 儀 を ま も り心 を あ わ せ て

秩 序 あ る ま ち を つ く り ま し ょ う

一  、

健 康 で 、  働 く こ と に よ ろ こ び を も ち心 を あ わ せ て 豊 か な ま ち を つ く り ま し ょ う

一  、

伝 統 を た つ と び 未 来 を そ だ て心 を あ わ せ て 文 化 の ま ち を つ く り ま し ょ う

昭 和 4 6 年 （ 1 9 7 1 ） 1 0 月 1 日

飯 盛 山 の

　 四 季 を 伝 え る

　 色 模 様

私 の ふ る さ と

　 私 の 山

美 し い 自 然 に

　 囲 ま れ て 生 き る

大 好 き

　 大 東

　 心 の ま ち

さ あ

　 吹 か せ よ う

明 日 の 風 を

　 大 東 に

や さ し く

　 強 く

　 い つ ま で も

御 領 水 路

　 ぽ
っ
か
り
浮 か ぶ

　 小 さ な 田 舟

私 の ふ る さ と

　 私 の 川

長 い 歴 史 を

　 刻 ん で 生 き る

大 好 き

　 大 東

　 豊 か な ま ち

さ あ

　 広 げ よ う

明 日 の 夢 を

　 大 東 に

大 き く

　 高 く

　 い つ ま で も

野 崎 観 音

　 静 か に 響 く

　 鐘 の 音

み ん な の ふ る さ と

　 み ん な の 誇 り

あ ふ れ る 愛 に

　 包 ま れ て 生 き る

大 好 き

　 大 東

　 未 来 の ま ち

さ あ

　 築 こ う

明 日 の 平 和 を

　 世 界 に

ま ぶ し く

　 気 高 く

　 い つ ま で も

一  、二 、三 、

カ 所

大 東 市

利 用 者 の
好 意 度 82.8 ％

大 東 市 民 憲 章

作 詞 　 西 村 由 美 子 　 　 作 曲 　 貫 輪 久 美 子

平 成 1 3 年 （ 2 0 0 1 ） 1 1 月 3 日

大 東 市 民 の う た

大 東 市 の あ ゆ み

市 長 補 佐 官
T K O  木 本 武 宏 さ ん

マ ス コ ッ ト
キ ャ ラ ク タ ー
「  ダ  イ ト ン  」

2 0 2 1 年 7 月 末 時 点

性 別
割 合

57,836 人

61,348 人

1 1 1 0



S KY VIE W
T O you

大 阪
空 港

千 里 中 央千 里 中 央

新 大 阪

J R  東 西 線

J R  学 研 都 市 線

J R
お お さ か

東 線
門 真 市

鴻 池 新 田放 出

北 新 地

住 道 野 崎 四 条 畷

Ｊ Ｒ 大 阪 環 状 線

J R
東 海 道 ・
山 陽 本 線

大  阪  モ ノ レ ー  ル大  阪  モ ノ レ ー  ル

大 東 市

飯 盛 山 （ 飯 盛 城 跡 ）

2 0 2 9 年 に
大 阪 空 港 へ
直 通 予 定 ！大 阪

京 橋

大 阪 駅 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 1 8 分

都  心 も 自 然 も 近 い ま ち

新 大 阪 駅 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 2 0 分

京 橋 駅 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 9 分直 通

北 新 地 （ 西 梅 田 ） 駅 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･1 7 分直 通

撮 影 の 方 向

大 阪 府 ◀ ド ロ ー ン 空 撮 動 画
　 公 開 中 ！

住 道 駅 か ら



彩 り カ レ ン ダ  ー
大 東 四 季 の

大 東 市 に ゆ か り の 戦 国 武 将 ・ 三 好 長 慶 と そ の

居 城 ・ 飯 盛 城 の 名 を 広 め る た め 、 市 民 が 時 代

装  束  を  身  に  ま  と  い  練  り  歩  き  ま  す  。 親  し  み  あ  る

街  並  み  が  、 迫  力  豊  か  に  彩  ら  れ  ま  す  。

三 好 長 慶 公 武 者 行 列i n 大 東

J R  住 道 駅 前 デ ッ キ が イ ル ミ ネ ー シ ョ ン で 美 し

く 飾 ら れ ま す 。 ス マ イ ル ウ ェ デ ィ ン グ や サ ン タ

パ レ ー ド な ど 参 加 型 イ ベ ン ト も 大 人 気 で す 。

大 東 市 ス マ イ ル ミ ネ ー シ ョ ン南 郷 公 園

市 内 に は た く さ ん の 桜 ス ポ ッ ト が あ り ま

す 。 桜 並 木 の 名 所 も 多 く 、 開 花 の 時 期 を 迎

え る と 花  見 を 楽 し む 人 々 で に ぎ  わ い ま す 。

桜 名 所

大 東 市 の 夏 の 風 物 詩 と し て 市 内 各

地 で 開 催 さ れ 、 地 域 住 民 が 踊 り の

輪 を 広 げ て 親 睦 を 深 め て い ま す 。

地 域 主 催 盆 踊 り 大 会

市 民 が 参 加 す る 一 大 イ ベ ン ト で 、 模

擬  店  や  フ  リ  ー  マ  ー  ケ  ッ  ト  、 ス  テ  ー  ジ

な ど 多 彩 な 催 し が 行 わ れ ま す 。

大 東 市 民 ま つ り

市 内 各 地 で 催 さ れ る 秋 ま つ り に は 、 五

穀 豊 穣 を 願 い 3 2 台 の だ ん じ り が 勇 壮

に 曳 き 出 さ れ ま す 。 地 車 を 飾 る 彫 物 や

飾 り 幕 も 見 ど こ ろ で す 。

秋 ま つ り

大 東 市 民 文 化 祭
市 民 の 文 化 の 祭 典 で 、 舞 台 発 表 と 作 品 展 示 が

あ り 、 日 頃 の 活 動 の 成 果 が 披 露 さ れ ま す 。

一 般 、 フ ァ ミ リ ー の 部 な ど の 部 門 に 分 か れ 、 幅

広 い 年 齢 層 の 市 民 ラ ン ナ ー が 健 脚 を 競 い ま す 。

市 民 マ ラ ソ ン 大 会

5 月 1 日 か ら 8 日 に か け て 行 わ れ る 無 縁 経 法 要 に 参 詣 す る 伝 統 行 事 で す 。

J R  野 崎 駅 か ら 境 内 ま で 続 く 参 道 に ず ら り と 軒 を 連 ね る 名 物 の 露 店 に は

市 内 外 か ら 多 く の 人 が 訪 れ ま す 。

の ざ き ま い り

S mile To you
笑 顔 を あ な た へ
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S mile To you

サ ン タ セ レ ブ レ ー シ ョ ン
パ レ ー ド
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八 尾 枚 方 線

諸 福 中 垣 内 線

大
阪

生
駒

線

永 禄 銘 地 蔵

辻 本 家 住 宅
（ 国 登 録 有 形 文 化 財 ）

御 領 み の り 公 園 ア  ク  テ  ィ  ブ ・
ス  ク  ウ  ェ  ア ・

大 東

西 諸 福 遺 跡

勿 入 渕 跡 碑

南 郷 子 育 て
支 援 セ ン タ ー

新 田 中 央 公 園

西 部 図 書 館 ・ 南 郷 公 園

寝 屋 川

末 広 公 園

寝 屋 川

市 役 所

市 民 会 館

す こ や か
セ ン タ ー

大 東 公 園
テ ニ ス コ ー ト

大 東 中 央 公 園

平 野 屋
新 田 会 所 跡

四 条 子 育 て
支 援 セ ン タ ー

野 崎 ま い り 公 園

北 条 公 園

三 箇 城 址 碑

中 垣 内 遺 跡

庚 申 塔

中 垣 内 浜 公 園

市 民 体 育 館

い い も り ぷ ら ざ

野 崎 中 公 園

石 造
九 重 層 塔

大 阪 桐 蔭
高 等 学 校

弥 生 式 短 頸
大 型 壷 形 土 器 （ 出 土 ）

堂 山 古 墳 群 史 跡 広 場

延 徳 銘 地 蔵

近 松 門 左 衛 門 の
供 養 墓 （ 法 妙 寺 ）

龍 間 ぐ り ー ん
ふ ぃ ー る ど

キ ャ ン ピ ィ
だ い と う

一 石 十 三 仏 板 碑
一 石 二 段
六 地 蔵 板 碑

須 波 麻 神 社

飯 盛 山
飯 盛 城 跡

四 條 畷 学 園
高 等 学 校 大 イ チ ョ ウ

御 領 水 路

深 北 緑 地
（ 寝 屋 川 治 水 緑 地 ）

キ ッ ズ プ ラ ザ

東 部 図 書 館

総 合 文 化 セ ン タ ー
（ サ ー テ ィ ホ ー ル ・ 公 民 館 ）・
中 央 図 書 館

近 畿 自 動 車 道

J R 学 研 都 市 線

大 阪 外 環 状 線

野 崎 駅

辻 の 新 池

南 池

桜 池尻 池

東 高 野 街 道

阪 奈 道 路

住 道 駅

鴻 池 新 田 駅

大 東 鶴 見 I C

四 条 畷 駅

門 真J C T
第 二 京 阪 道 路

太 成 学 院 大 学
高 等 学 校

鍋 田 川

谷 田 川

権 現 川
野 崎 飯 盛 ハ イ キ ン グ 道

m o ri n e ki
鎌 池 公 園

恩 智 川

南 新 田 ふ れ あ い  ・せ せ ら ぎ

の 径

大 阪 中 央 環 状 線

野 崎 観 音 （ 慈 眼 寺 ）

3

6

1

9

4
5

2

8

7

だ  い  と う
お さ ん  ぽ
マ ッ プ

四 季 を 感 じ ら れ る 公 園 や

設 備 の 整 っ た 図 書 館 な ど 、

日 常 に 根 ざ し た 魅 力 を 感 じ に

行 き ま せ ん か 。

春 は 梅 や 桜 、 秋 は 紅 葉 な ど 、 四

季 の 移 ろ い を 身 近 に 感 じ ら れ

ま す 。 ド ッ グ ラ ン や 大 型 遊 具 、

バ  ー  ベ キ ュ ー  な ど の レ ク リ エ  ー

シ ョ ン や ス ポ ー ツ が 楽 し め る 大

阪 府 が 管 理 す る 公 園 で す 。

深 北 緑 地

辻 本 家 は 江 戸 時 代 に 庄 屋 を 務

め  た  旧  家  で 、 天  保 ５ （ 1 8 3 4 ）

年 築 の 主 屋 は 国 登 録 有 形 文 化

財 で す 。

辻 本 家 住 宅

北 条 公 園

ア ク テ ィ ブ ・ ス ク ウ ェ ア ・ 大 東

ガ ラ ス 張 り の 建 物 で 、 隣 接 す

る 自 然 豊 か な 南 郷 公 園 を 眺 め

な が ら 読 書 を 楽 し め ま す 。

西 部 図 書 館

音 響 設 備 の 整 っ た 大 ホ ー ル で は 、

ク ラ シ ッ ク か ら 演 歌 ま で 幅 広 い

ジ ャ ン ル の コ ン サ ー ト や 発 表 会 、

お 笑 い ラ イ ブ な ど を 行 っ て い ま す 。

中 央 図 書 館

南 郷 公 園

野 崎 中 公 園

東 部 図 書 館

S mile To you
笑 顔 を あ な た へ

総 合 文 化 セ ン タ ー
( サ ー テ ィ ホ ー ル ・ 公 民 館 )J R 住 道 駅 か ら 徒 歩 1 0 分 。

多 文 化 コ ー ナ ー や 医 療

情 報 コ ー ナ ー な ど 幅 広 い

層 が 利 用 で き 、 企 画 展 示

も 充 実 し て い ま す 。

末 広 公 園

9 1 2

3

4

5

6

7

8
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　 「 ア ク テ ィ ブ ・ ス ク ウ ェ ア ・ 大  東 」「 m o ri n e ki 」

「 キ ャ ン ピ ィ だ い と う 」 な ど 、 野 崎 駅 と 四 条 畷 駅 を

結 ぶ ル ー ト 内 に は 、 大 東 の 魅 力 を 満 喫 で き る 楽 し

い ス ポ ッ ト が 集 ま っ て い ま す 。

J R 野 崎 駅 か ら 徒 歩 3 分 。

ス ポ  ー  ツ ・ 文  化 ・ 食  を テ  ー

マ に 、 大 東 市 な ら で は の さ

ま ざ ま な ア ク テ ィ ビ テ ィ が

体 験 で き る 施 設 で す 。

自 然 を 満 喫 し な が ら キ ャ

ン プ や バ ー ベ キ ュ ー 、 ア

ス レ チ ッ ク な ど 気  軽 に ア

ウ ト ド ア  体  験  が  で き ま す  。

だ い と う

コ ー ス

四 条 畷
駅

野 崎 駅

Ｊ Ｒ 学 研 都 市 線
ア  ク  テ  ィ  ブ ・

ス  ク  ウ  ェ  ア ・

大 東

ア ク テ ィ ブ ・

ス ク ウ ェ ア ・

大 東

キ ャ ン ピ ィ

だ い と う

飯 盛 城 跡 へ は
ハ イ キ ン グ ペ ー ジ をみ て ね

キ ャ ン ピ ィ

だ い と う

m o ri n e ki

深 北 緑 地

Co urse map

エ リ ア 内 の ラ イ フ ス タ イ ル シ ョ ッ

プ で は 買 い 物 や 食 事 、 雑 貨 の 手

作 り 体 験 な ど が 楽 し め ま す 。

m o ri n e ki

野 崎 駅

四
条

畷
駅

大 自 然 の 中 で

す る キ ャ ン プ は

最 高 ！

駅 チ カ で
バ ー ベ キ ュ ー が

楽 し め る ！

体 育 館 で

サ ッ カ ー 教 室 ！

S mile To you
笑 顔 を あ な た へ

飯 盛 城 跡

四 條 畷 学 園

と の コ ラ ボ

メ ニ ュ ー ！

詳 し い 場 所 は

だ い と う お さ ん ぽ マ ッ プ の

ペ ー ジ を み て ね ！
土 俵 で 白 熱 の
相 撲 体 験 ！

飯 盛 山 へナ イ ト ト レ イ ルラ ン ニ ン グ ！

ワ ー ク シ ョ ッ プ
ス ペ ー ス で

手 作 り 体 験 中 ！

ア ス レ チ ッ ク で思 い っ き り
遊 ぼ う ！

0 6 0 7



大  東  ズ  ン  チ  ャ  ッ  チ  ャ  夜  市
住  道  駅

ス  ト  リ ー  ト  ピ  ア  ノ

　 大 東 市 は ま ち の 課 題 を 解 決 す る た め 公 民 連 携 を 積 極

的 に 進 め て い ま す 。「 大 東 ズ ン チ ャ ッ チ ャ 夜 市 」 な ど 人 気

の 催 し も 民 間 事 業 者 の や っ て み た い ！ か ら 生 ま れ ま し た 。

J R  住 道 駅 前 デ ッ キ で 毎 月 最 終 水 曜 の 夜 に 開 催

さ れ る ナ イ ト マ ー ケ ッ ト で す 。 飲 食 ブ ー ス や 雑

貨 店 、 パ フ ォ ー マ ン ス が 披 露 さ れ る ス テ ー ジ を

楽 し み に 多 く の 人 が 集 ま り 、 毎 回 大 盛 況 で す 。

大 東 ズ ン チ ャ ッ チ ャ 夜 市

J R 住 道 駅 前 デ ッ キ の 活 性 化 に 取 り 組 む 「 だ い

と  う  ゆ  う  ひ  ズ  ム  プ  ロ  ジ  ェ  ク  ト  」 の  一  環  と  し  て  設

置 さ れ 、 生 演 奏 に 触 れ ら れ る 新 し い 名 所 と し て

訪 れ る 人 を 魅 了 し て い ま す 。

住 道 駅 ス ト リ ー ト ピ ア ノ

F r o m E a r t h Ki d s
（ 諸 福 児 童 セ ン タ ー 跡 地 ）

運 動 機 能 を 高 め た い 子 ど も や ア ス リ ー ト の 卵 、 発 達 に 課

題 を 抱 え る 子 ど も な ど へ の 視 覚 機 能 ト レ ー ニ ン グ を 行 う

ビ ジ ョ ン ト レ ー ニ ン グ を 軸 と し て 、 保 育 園 ・ サ ッ カ ー 教

室 ・ 放 課 後 デ イ サ ー ビ ス な ど の 複 数 の 事 業 を 実 施 し ま す 。

Co n nection To you つ  な  が り を  あ  な  た  へ

民 間 の や っ て み た い ！ が 実 現 す る ま ち
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　 「 自 分 で つ く っ た ま ち に 住 む 」

を 開 発 理 念 と す る 「 大 東 市 公 民

連 携 基 本 計 画 」 の リ ー ド プ ロ ジ ェ

ク ト で 、 エ リ ア 内 の 公 的 資 産 を 活

用 し な が ら 大 東 市 と 民 間 事 業 者

が 協 力 し て 次 世 代 に つ な が る 住

宅 地 域 の 再 生 を 進 め て い ま す 。

　 「 自 分 で つ く っ た ま ち に 住 む 」

を 開 発 理 念 と す る 「 大 東 市 公 民

連 携 基 本 計 画 」 の リ ー ド プ ロ ジ ェ

ク ト で 、 エ リ ア 内 の 公 的 資 産 を 活

用 し な が ら 大 東 市 と 民 間 事 業 者

が 協 力 し て 次 世 代 に つ な が る 住

宅 地 域 の 再 生 を 進 め て い ま す 。

Co n nection To you つ  な  が り を  あ  な  た  へ

北 条 ま ち づ く り プ ロ ジ ェ ク ト

さ ま ざ  ま な  連  携

コ コ ロ も カ ラ ダ も

幸 せ に 暮 ら せ る 住 宅 地
　 全  国  初 と な る P P P （ 公  民  連  携 ）

エ ー ジ ェ ン ト 手 法 に よ る 市 営 住 宅

更 新 に 伴 う 再 開 発 で 、 市 が 公 園 、

民 間 事 業 者 が 賃 貸 住 宅 、 商 業 施 設

な ど を 整 備 し て い ま す 。

企 業 や 学 校 と 連 携 し て い る 取 り

組 み を 意 味 す る マ ー ク で す 。

子 育 て 相 談 の 場
m o ri n e ki  内 の レ ス ト ラ ン な ど を 利 用 し て 、 い

く カ フ ェ を 実 施 し ま す 。 子 育 て に つ い て 学 ん だ

り 、 悩 み を 相 談 で き る 場 を 増 や し ま す 。

転 入 者 の 会
m o ri n e ki  内 で 、 大 東 市 に 転 入 し た フ ァ ミ リ ー

の 交 流 会 を 行 い ま す 。 ネ ウ ボ ラ ン ド だ い と う

の 保 育 ス タ ッ フ が 赤 ち ゃ ん と 遊 び 、 保 護 者 た

ち の 交 流 を 深 め る 場 を 提 供 し ま す 。

ふ る さ と 納  税
大 東 市 な ら で は の 返 礼 品 と し て 、 m o ri n e ki

内 の 北 欧 を 感 じ る レ ス ト ラ ン で の 食 事 券 や

ワ ー ク シ ョ ッ プ ス ペ ー ス で の 手 作 り 体 験 （ キ ャ

ン  ド  ル  作  り  な  ど  ） を  ご  用  意  し  ま  す  。

ま ち 全 体 で 家 庭 教 育 を 応 援
働 く 保 護 者 に と っ て 必 要 な 、 職 場 の 理 解 や 協

力 の 推 進 を 図 る た め 、 企 業 に 大 東 市 家 庭 教 育

応 援 企 業 団 体 に 登 録 し て も ら い ま す 。

プ  ロ  ジ  ェ  ク ト
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こ の 要 覧 は 、 環 境 に 配 慮 し た

森 林 認 証 紙 を 使 用 し て い ま す 。

紙 飛 行 機 に の せ て 、 大 東 市 （ D AI T O ） の 想 い が

あ な た （ y o u ） に 届 き ま す よ う に

紙 飛 行 機 に の せ て 、

大 東 市 （ D AI T O ） の 想 い が

あ な た （ y o u ） に  届  き ま す  よ う に
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